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関
西
大
学
天
六
学
舎
の
建
築
に
つ
い
て

橋　

寺　

知　

子

一　

は
じ
め
に

　

学
び
の
場
が
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
な
環
境
に
あ
る
か
と
い
う
こ

と
は
、
そ
の
学
校
の
校
風
や
学
生
の
探
究
心
の
向
か
う
方
向
に
大

き
く
影
響
を
及
ぼ
す
と
思
え
る
。
大
阪
は
、
明
治
初
期
に
は
近
代

の
科
学
技
術
学
習
の
中
心
地
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
さ
ま
ざ
ま

な
高
等
教
育
機
関
が
設
置
さ
れ
、
産
業
界
と
も
連
携
し
て
い
た
。

関
西
大
学
の
発
祥
の
地
は
、
大
阪
の
中
心
部
で
あ
る
。
戦
前
期
の

大
阪
の
隆
盛
は
、「
大
大
阪
」
時
代
と
い
う
言
葉
で
語
ら
れ
る
が
、

実
学
を
中
心
と
し
た
関
西
大
学
の
校
風
は
、
ま
さ
に
大
阪
ら
し
い

大
学
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
関
西
大
学
は
、
大
正
期
、
充
実
し
た
環

境
を
求
め
て
、
当
時
は
人
家
も
少
な
か
っ
た
千
里
山
に
キ
ャ
ン
パ

ス
を
移
転
し
た
。
天
六
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
現
在
、
唯
一
大
阪
市
内

に
在
す
る
関
西
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
。
大
阪
市
内
で
は
、

大
阪
市
立
大
学
（
大
阪
市
住
吉
区
）
の
よ
う
に
、
周
縁
の
郊
外
に

は
戦
前
期
の
大
学
の
学
舎
が
現
存
す
る
が
、
都
心
に
あ
っ
た
大
学

は
、
現
在
は
移
転
し
、
学
舎
も
解
体
さ
れ
、
そ
の
面
影
は
な
い
。

今
も
昭
和
初
期
か
ら
の
建
築
が
残
る
関
西
大
学
天
六
学
舎
は
、
大

阪
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
の
歴
史
を
考
え
て
も
、
重
要
な
建
築

遺
産
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
天
六
キ
ャ
ン
パ
ス
の
沿
革
を
整
理
し
た
上
で
、
現

存
す
る
天
六
学
舎
の
主
校
舎
部
分
の
建
築
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要

を
関
西
大
学
に
残
る
文
書
や
建
築
図
面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。
ま

た
今
後
の
活
用
の
可
能
性
も
踏
ま
え
、
そ
の
建
築
的
価
値
に
つ
い
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て
述
べ
て
お
き
た
い
。

二　

天
六
キ
ャ
ン
パ
ス
の
沿
革

　
『
関
西
大
学
百
年
史

）
1
（

』
を
も
と
に
、
天
六
キ
ャ
ン
パ
ス
の
沿
革
を

見
て
お
き
た
い
。

　

大
正
一
一
年
に
千
里
山
へ
予
科
と
学
部
が
移
転
し
た
後
も
、
福

島
学
舎
に
は
専
門
部
（
夜
間
）
と
関
西
甲
種
商
業
学
校
、
関
西
大

学
第
二
商
業
学
校
が
残
り
、
狭
隘
な
環
境
の
中
で
勉
学
を
続
け
て

い
た
。
福
島
学
舎
と
新
築
移
転
し
た
千
里
山
学
舎
の
環
境
の
差
は

大
き
か
っ
た
。
大
正
一
四
年
に
鉄
道
省
か
ら
東
海
道
線
の
拡
幅
高

架
化
の
た
め
に
福
島
学
舎
の
一
、三
七
九
坪
の
う
ち
二
〇
〇
坪
を
収

用
す
る
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
の
を
契
機
に
、
学
舎
の
移
転
が
検
討

さ
れ
、
大
阪
市
か
ら
大
淀
区
長
柄
中
通
二
丁
目
の
市
有
地
二
、二
一

四
坪
の
払
い
下
げ
を
受
け
、
学
舎
を
建
設
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

こ
の
地
の
周
辺
環
境
は
、
す
で
に
人
家
や
工
場
が
密
集
し
、
墓
地

や
葬
祭
場
も
近
接
し
、
教
育
環
境
と
し
て
最
適
と
は
言
え
な
か
っ

た
が
、
新
京
阪
天
神
橋
筋
六
丁
目
駅
に
近
く
、
千
里
山
学
舎
と
鉄

道
で
の
連
絡
が
容
易
で
あ
る
こ
と
、
昼
間
働
く
専
門
部
の
学
生
に

と
っ
て
、
交
通
の
便
の
よ
さ
は
何
よ
り
重
要
な
通
学
条
件
で
あ
る

昭和45年頃の天六学舎
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こ
と
か
ら
決
定
さ
れ
た
。

　

新
校
舎
は
昭
和
四
年
九
月
一
五
日
に
竣
工
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
地
上
四
階
地
下
一
階
の
校
舎
は
大
林
組
の
施
工
で
、
延

床
面
積
は
約
七
、〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
福
島
に
比
べ
、
敷
地
は

約
二
倍
、
建
物
は
約
四
倍
の
広
さ
と
な
っ
た
。

　

せ
っ
か
く
新
築
し
た
多
く
の
教
室
群
を
、
昼
間
も
活
用
す
る
こ

と
を
企
図
し
、
昭
和
五
年
四
月
、
昼
間
専
門
部
が
開
設
さ
れ
た
。

関
西
甲
種
商
業
学
校
の
定
員
増
加
や
第
二
商
業
の
生
徒
数
増
加
も

あ
っ
て
、
教
室
が
再
び
不
足
し
始
め
た
。
混
雑
解
消
の
た
め
、
増

築
が
決
定
さ
れ
、
昭
和
一
〇
年
三
月
に
、「
大
学
本
部
」
が
竣
成
し

た
。
こ
の
新
築
部
分
に
は
大
学
の
本
部
機
能
を
集
約
し
、
先
に
建

て
た
校
舎
部
分
は
す
べ
て
教
室
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

建
築
面
積
は
四
六
六
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル
、
延
べ
面
積
は
二
、二
八

九
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
。
昭
和
四
〇
年
に
千
里
山
に
関
西

大
学
会
館
が
竣
工
す
る
ま
で
、
法
人
本
部
の
所
在
地
は
、
天
六
学

舎
の
あ
る
大
阪
市
大
淀
区
長
柄
中
通
二
丁
目
で
あ
っ
た
。

　

ま
も
な
く
昭
和
一
二
年
三
月
に
は
、
旧
館
の
北
側
屋
上
に
大
教

室
二
室
を
増
築
し
た
。
学
生
数
が
急
増
し
、
授
業
を
立
っ
た
ま
ま

聴
講
す
る
状
態
だ
っ
た
が
、
学
舎
隣
接
地
の
買
収
が
難
航
し
た
た

め
、
窮
余
の
策
と
し
て
の
屋
上
へ
の
増
築
だ
っ
た
。

　

昭
和
戦
前
期
に
は
戦
局
の
悪
化
と
と
も
に
、
高
等
教
育
機
関
は
、

学
生
の
減
少
や
さ
ま
ざ
ま
な
統
制
、
学
校
規
模
の
縮
小
、
修
業
年

限
の
短
縮
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を
経
た
。
文
科
系
は
縮
小
さ

れ
、
大
学
存
続
さ
え
危
ぶ
ま
れ
た
。
関
西
大
学
も
生
き
残
り
を
考

え
、
理
科
系
学
科
の
設
置
を
模
索
し
た
。
学
部
の
設
置
は
見
送
ら

れ
た
が
、
専
門
知
識
を
持
つ
技
術
者
を
養
成
す
る
た
め
、
昭
和
一

九
年
四
月
、
関
西
工
業
専
門
学
校
を
天
六
学
舎
に
開
設
し
た
。
機

械
科
一
科
で
、
一
般
機
械
、
舶
用
機
械
、
航
空
機
械
の
三
専
攻
科

が
あ
り
、
修
業
年
限
三
年
と
定
め
ら
れ
た
。
戦
時
下
に
あ
り
、
施

設
の
充
実
は
望
め
ず
、
実
習
に
つ
い
て
は
実
地
教
育
を
重
視
す
る

方
針
を
定
め
、
学
生
は
長
期
実
習
を
発
動
機
製
造
会
社
な
ど
の
工

場
で
受
け
た
。

　

昭
和
二
〇
年
三
月
か
ら
大
阪
市
内
は
空
襲
が
激
し
く
な
り
、
六

月
七
日
の
爆
撃
で
天
六
学
舎
周
辺
も
焼
失
し
た
が
、
職
員
の
消
火

活
動
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
木
造
の
学
生
控
所
の
一
部
が
焼
け
た
だ

け
だ
っ
た
。
天
六
学
舎
は
大
阪
市
の
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
、
罹

災
者
で
あ
ふ
れ
、
終
戦
後
も
す
ぐ
に
は
授
業
再
開
の
目
処
が
立
た

な
か
っ
た
と
言
う
。
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昭
和
二
二
年
四
月
に
は
、
新
学
制
す
な
わ
ち
六
・
三
・
三
・
四

制
が
実
施
さ
れ
た
。
関
西
大
学
で
は
、
大
学
院
、
四
年
制
大
学
、

三
年
制
高
等
学
校
、
三
年
制
中
学
校
を
経
営
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

大
学
予
科
と
専
門
部
（
第
一
部
・
第
二
部
）
は
解
消
、
関
西
甲
種

商
業
学
校
を
解
消
し
て
新
制
高
等
学
校
へ
改
編
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
昭
和
二
二
年
四
月
、
関
西
大
学
第
一
中
学
校
が
発
足
、
翌
年
、

第
一
高
等
学
校
が
発
足
し
た
。
両
校
は
天
六
学
舎
で
ス
タ
ー
ト
し
、

昭
和
二
八
年
一
〇
月
に
一
高
が
、
三
二
年
一
一
月
に
は
一
中
も
千

里
山
へ
移
転
し
た
。
専
門
部
と
工
専
は
し
ば
ら
く
新
制
大
学
と
並

存
し
て
い
た
が
、
昭
和
二
六
年
三
月
、
最
後
の
卒
業
生
を
送
り
出

し
た
。

　

昭
和
二
三
年
四
月
、
関
西
大
学
は
新
制
大
学
と
し
て
認
可
さ
れ

た
。
当
初
は
第
一
部
（
昼
間
）
も
第
二
部
（
夜
間
）
も
千
里
山
で

講
義
を
行
な
っ
た
が
、
勤
労
学
生
に
と
っ
て
は
、
千
里
山
へ
登
校

す
る
に
は
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
た
。
専
門
部
と
工
専
の
廃
止
に
よ

っ
て
天
六
学
舎
に
余
裕
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
二
七
年
四
月

に
は
、
第
二
部
一
年
次
の
授
業
が
千
里
山
か
ら
天
六
へ
移
さ
れ
、

翌
二
八
年
四
月
に
は
、
第
二
部
す
べ
て
が
天
六
へ
移
っ
た
。
同
年
、

天
六
学
舎
で
は
本
部
建
物
の
西
側
に
新
館
が
増
築
さ
れ
た
。
天
六

学
舎
の
体
育
施
設
は
貧
弱
だ
っ
た
が
、
昭
和
二
九
年
六
月
、
つ
い

に
隣
接
地
の
買
収
が
ま
と
ま
り
、
昭
和
三
一
年
四
月
に
体
育
館
が

竣
成
し
た
。

　

昭
和
三
〇
年
前
後
に
は
、
天
六
学
舎
は
第
二
部
の
み
が
使
用
す

る
学
舎
と
な
り
、
昼
間
の
有
効
利
用
が
課
題
と
な
っ
た
。
戦
中
の

工
専
の
設
置
の
経
験
も
活
か
し
、
昭
和
三
三
年
四
月
、
工
学
部
（
機

械
工
・
電
気
工
・
化
学
工
・
金
属
工
の
四
学
科
）
が
設
置
さ
れ
、

天
六
学
舎
で
開
講
し
た
。
構
想
の
段
階
で
は
、
一
般
企
業
工
場
に

協
力
を
仰
ぐ
協
力
実
習
場
制
が
関
西
大
学
工
学
部
の
特
色
の
一
つ

で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
非
常
に
難
し
か
っ
た
。
最
小
限
必
要
な

実
験
室
が
地
下
に
作
ら
れ
た
が
、
不
十
分
な
設
備
に
よ
り
、
臭
気

な
ど
の
問
題
が
起
こ
っ
た
。
狭
い
天
六
学
舎
で
は
工
学
部
の
経
営

は
難
し
く
、
昭
和
三
四
年
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
実
験
実
習
場

五
棟
が
建
設
さ
れ
た
。
講
義
は
天
六
で
、
実
験
は
千
里
山
で
行
な

わ
れ
、
貸
切
バ
ス
で
移
動
し
た
。
天
六
学
舎
近
隣
地
の
買
収
は
か

な
わ
ず
、
理
事
会
は
方
針
を
変
え
、
工
学
部
は
千
里
山
へ
集
約
す

る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
三
五
年
九
月
、
工
学
部
本
館
（
現
第
四
学

舎
一
号
館
）
が
竣
成
し
た
。

　

昭
和
三
〇
年
頃
、
千
里
山
で
は
法
文
学
舎
の
新
築
な
ど
、
キ
ャ
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ン
パ
ス
に
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
た
。
昭
和
二
四
年
竣
工
の

大
学
院
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
と
し
て
、
昭
和
五
五
年
頃
ま
で
、
建
築

家
村
野
藤
吾
が
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た

）
2
（

。
昭

和
四
二
年
、
天
六
学
舎
で
は
、
村
野
森
建
築
事
務
所
の
設
計
に
よ

り
、
本
部
建
物
の
屋
上
に
研
究
室
が
一
階
分
増
築
さ
れ
た
。

　

工
学
部
の
移
転
以
降
、
天
六
学
舎
は
再
び
第
二
部
（
夜
間
）
の

学
舎
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
学
生
の
厚
生
施
設
と
し
て
は
、
昭
和

三
八
年
に
有
鄰
館
が
完
成
し
、
四
二
年
に
は
増
築
さ
れ
、
三
階
建

と
な
っ
た
。

　

時
代
も
変
わ
り
、
第
二
部
に
期
待
さ
れ
る
も
の
も
大
き
く
変
化

し
た
。
平
成
六
年
、
第
二
部
は
千
里
山
へ
全
面
移
転
し
、
平
成
九

年
に
は
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
が
天
六
学
舎
で

開
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
天
六
学
舎
の
利
用
形
態
は
変
化
し
続
け

て
い
る
が
、
学
ぶ
社
会
人
に
と
っ
て
便
利
な
立
地
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
大
学
院
の
サ
テ
ラ
イ
ト
授
業
や
市
民
向
け
講
座
の
会
場
な
ど

に
利
用
さ
れ
て
い
る

）
3
（

。

三　

天
六
学
舎
の
建
築
に
つ
い
て

　
　
　
　

―
管
財
グ
ル
ー
プ
保
管
の
書
類
か
ら

　

管
財
局
管
財
グ
ル
ー
プ
に
は
関
西
大
学
の
施
設
に
関
す
る
書
類

が
数
多
く
保
管
さ
れ
て
い
る
。
天
六
学
舎
に
つ
い
て
は
、
五
冊
の

綴
っ
た
文
書
と
封
筒
に
入
れ
ら
れ
た
一
書
類
が
確
認
で
き
る

）
4
（

。
綴

じ
ら
れ
た
文
書
は
、
確
認
申
請
等
に
際
し
作
成
さ
れ
た
書
類
で
あ

り
、
新
築
・
増
築
・
改
修
工
事
の
概
要
が
分
か
る
基
本
的
な
図
面

一
式
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
五
冊
は
、
新
築
あ
る
い
は
各
増
築
工

事
に
関
わ
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
を
年
代
順
に
整
理
し
、
順
次
建
設

さ
れ
た
学
舎
の
各
部
分
の
建
築
的
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

⑴　

旧
館
（
昭
和
四
年
）

　

旧
館
、
す
な
わ
ち
敷
地
の
東
側
か
ら
北
側
へ
続
く
Ｌ
字
形
の
部

分
が
最
初
に
建
設
さ
れ
た
。
昭
和
三
年
七
月
付
け
の
大
林
組
に
よ

る
見
積
書
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
綴
ら
れ
て
い
る
図
面
に
は
、
日

付
や
担
当
者
名
、
製
図
者
名
な
ど
の
記
述
が
一
切
見
ら
れ
な
い

）
5
（

。

　

昭
和
四
年
一
一
月
の
『
建
築
と
社
会
』
に
、
関
西
大
学
天
六
学

舎
と
し
て
、
各
階
平
面
図
、
外
観
と
講
堂
の
内
観
写
真
、
そ
し
て
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天六学舎全景の透視図　「建築と社会」昭和 4年11月号から転載

天六学舎旧館 現在旧館 窓廻り

旧館 西立面図
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全
景
の
透
視
図
、
新
築
工
事
概
要
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

は
、「
設
計
者
島
田
建
築
事
務
所
、
施
工
者
大
林
組
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
。『
建
築
と
社
会
』
掲
載
の
透
視
図
は
、
昭
和
四
年
に
竣
工

し
た
部
分
だ
け
で
は
な
く
、
敷
地
全
体
の
計
画
が
描
か
れ
て
い
る
。

管
財
グ
ル
ー
プ
所
蔵
の
書
類
中
の
配
置
図
に
は
、
点
線
で
全
体
の

構
想
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
外
形
と
透
視
図
は
一
致
し
て
い
る
。

一
気
に
建
設
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
か
な
り
大
き
な
規

模
の
学
舎
を
計
画
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

旧
館
部
分
の
建
築
的
な
特
徴
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
合

理
的
な
建
築
で
あ
り
な
が
ら
、
出
入
り
口
や
窓
廻
り
に
は
繰
型
や

装
飾
が
施
さ
れ
、
当
時
流
行
し
て
い
た
ア
ー
ル
・
デ
コ
様
式
の
デ

ザ
イ
ン
が
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
新
築
工
事
概
要
に
は
、
様
式
は

「
近
世
自
由
式
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
外
壁
は
五
色
の
玉
砂
利
洗

出
し
仕
上
げ
で
、
水
平
線
が
強
調
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
平

面
は
シ
ン
プ
ル
で
、
東
側
部
分
の
一
、
二
階
は
中
廊
下
型
で
事
務

室
や
教
室
、
三
、
四
階
は
大
講
堂
で
あ
る
。
北
側
部
分
は
三
階
建

て
で
、
廊
下
を
北
側
に
配
し
、
南
側
に
教
室
が
並
ぶ
。
大
講
堂
は

二
階
席
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
が
あ
り
、
ヴ
ォ
ー
ル
ト
形
の
梁
が
天
井

に
そ
の
ま
ま
表
れ
て
お
り
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
空
間
で
あ
る
。
戦

前
期
、
学
校
建
築
で
は
講
堂
に
ヴ
ォ
ー
ル
ト
形
天
井
は
よ
く
用
い

ら
れ
た
が
、
竣
工
当
初
の
雰
囲
気
が
よ
く
残
っ
て
い
る
。

　

校
舎
だ
け
で
な
く
、
正
門
の
デ
ザ
イ
ン
も
非
常
に
凝
っ
た
も
の

に
な
っ
て
い
る
。
校
舎
以
上
に
、
ア
ー
ル
・
デ
コ
の
デ
ザ
イ
ン
が

華
々
し
い
。
現
在
は
正
門
が
敷
地
の
西
側
に
移
動
し
、
も
と
の
南

側
の
正
門
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
校
名
が
か
か
れ
て
い
た
銘
板
も

外
さ
れ
て
い
る
。

旧館 断面図
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⑵　

本
部
（
昭
和
九
年
）

　

旧
館
に
続
い
て
増
築
さ
れ
た
の
は
、『
関
西
大
学
百
年
史
』
で

「
本
部
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
中
央
部
分
で
あ
る
。
大
林
組
の
設
計

施
工
で
、
こ
の
工
事
に
関
す
る
図
面
に
は
、
図
面
名
等
の
記
入
枠

が
描
か
れ
、
大
林
組
の
社
名
と
担
当
者
・
黒
田
茂
の
捺
印
が
あ
る
。

竣工当時の正門

本部 南立面図
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建
物
の
名
前
が
示
す
通
り
、
法
人
の
本
部
機
能
を
集
約
し
、
建

設
時
点
で
は
事
務
室
や
会
議
室
等
が
計
画
さ
れ
た
。

　

外
観
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
中
央
少
し
東
寄
り
に
時
計
台
が
そ
び
え
、

最
上
階
四
階
に
は
大
ぶ
り
の
ア
ー
チ
が
連
な
る
、
か
な
り
目
を
引

く
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
南
面
壁
面
は
「
薬
掛
長
手
タ
イ
ル
張
り
」、

北
面
は
比
較
的
大
き
な
割
り
付
け
の
「
色
モ
ル
タ
ル
目
地
切
り
仕

上
」
で
、
表
裏
の
外
観
が
か
な
り
異
な
る
印
象
を
持
つ
。
二
階
か

ら
四
階
の
東
寄
り
六
ス
パ
ン
に
は
、
角
部
に
丸
み
の
あ
る
バ
ル
コ

ニ
ー
が
付
さ
れ
、
水
平
線
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
水
平
線
の
強
調

や
角
部
で
の
曲
線
の
使
用
、
左
右
非
対
称
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
一
九

三
〇
年
代
の
初
期
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
デ
ザ
イ
ン
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
こ
の
本
館
の
外
観
は
、
後
に
建
設
さ
れ
た
新
館
と
同
様

に
、
白
色
の
ペ
ン
キ
塗
り
に
変
更
さ
れ
、
開
口
部
の
サ
ッ
シ
ュ
も

取
り
替
え
ら
れ
て
い
る
が
、
玄
関
廻
り
の
仕
様
や
窓
の
割
付
け
な

ど
は
、
ほ
ぼ
竣
工
時
の
意
匠
が
保
た
れ
て
い
る
。

⑶　

旧
館
四
階
の
増
築
（
昭
和
一
二
年
）

　

昭
和
一
二
年
に
は
、
旧
館
北
側
の
屋
上
部
分
に
、
大
教
室
二
室

が
増
築
さ
れ
て
い
る
。
大
林
組
の
設
計
施
工
で
、
図
面
に
は
大
林

昭和10年頃の天六学舎
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旧館 4階増築 立面図

旧館 4階増築 断面図 旧館 4階増築部
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組
設
計
部
の
図
面
枠
が
設
け
ら
れ
、
本
部
の
建
設
と
同
じ
く
、
担

当
者
と
し
て
黒
田
茂
の
捺
印
が
あ
り
、
さ
ら
に
当
時
の
大
林
組
の

設
計
部
長
、
今
林
彦
太
郎
の
確
認
印
も
捺
さ
れ
て
い
る
。

　

前
章
で
述
べ
た
通
り
、
教
室
の
ス
ペ
ー
ス
不
足
を
補
う
た
め
の

窮
余
の
策
と
し
て
の
増
築
だ
っ
た
。
旧
館
の
屋
上
か
ら
、
鉄
骨
構

造
で
、
両
側
に
一
・
三
五
ｍ
ず
つ
床
を
張
り
出
し
、
一
四
・
五
二

ｍ
幅
の
大
教
室
二
室
を
確
保
し
た
。
外
観
に
は
、
張
り
出
し
た
床

を
支
え
る
た
め
、
三
階
部
分
に
バ
ッ
ト
レ
ス
が
表
れ
、
旧
館
の
従

来
の
意
匠
と
は
全
く
異
な
る
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
が
、
覆
い
被
さ
る

よ
う
に
付
加
さ
れ
て
い
る
。
旧
館
と
本
部
は
、
指
向
性
は
こ
と
な

る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
外
観
の
意
匠
に
は
配
慮
が
見
ら
れ
る
。
旧

館
の
意
匠
と
は
全
く
異
な
る
四
階
の
増
築
は
、
少
々
乱
暴
な
、
機

能
や
効
率
の
み
を
優
先
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
表
に
現

れ
た
バ
ッ
ト
レ
ス
は
力
強
く
、
そ
れ
も
ま
た
、
外
観
上
の
特
色
と

言
え
な
く
も
な
い
。

⑷　

新
館
（
昭
和
二
八
年
）

　

第
二
次
世
界
大
戦
期
か
ら
昭
和
二
〇
年
代
の
間
、
天
六
学
舎
を

利
用
し
て
い
た
組
織
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
た
こ
と
は
前
章
で

述
べ
た
。
利
用
の
仕
方
が
変
わ
れ
ば
、
建
築
に
も
何
ら
か
の
変
更

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
期
の
改
修
の
記
録
は
、
管

財
グ
ル
ー
プ
所
蔵
の
書
類
で
は
、
残
念
な
が
ら
見
い
だ
せ
な
い
。

　

昭
和
二
八
年
に
、
新
館
、
つ
ま
り
現
在
の
西
側
の
正
門
に
最
も

近
い
部
分
の
校
舎
が
、
本
部
に
接
続
し
て
増
築
さ
れ
た
。
昭
和
三

〇
年
頃
、
千
里
山
で
は
竹
中
工
務
店
が
施
工
を
多
く
担
っ
て
い
る

が
、
こ
の
新
館
も
竹
中
工
務
店
の
設
計
施
工
で
あ
る
。
図
面
に
は

担
当
者
と
し
て
松
本
洋
の
名
前
が
あ
り
、
当
時
の
設
計
部
長
小
川

正
の
印
も
確
認
で
き
る
。

　

一
階
か
ら
三
階
に
は
教
室
が
一
室
ず
つ
、
最
上
階
四
階
に
は
、

研
究
室
九
室
と
事
務
室
が
配
さ
れ
た
。
地
階
に
は
食
堂
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。
外
観
の
意
匠
は
、
特
に
凝
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
柱

が
規
則
正
し
く
合
理
的
に
配
さ
れ
、
そ
れ
が
外
観
に
も
そ
の
ま
ま

表
わ
れ
て
い
る
、
戦
後
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
典
型
と
も
言
え
る
デ

ザ
イ
ン
で
あ
る
。
だ
が
開
口
部
の
サ
ッ
シ
ュ
の
割
付
な
ど
の
プ
ロ

ポ
ー
シ
ョ
ン
は
美
し
く
、
窓
割
り
は
少
し
凝
っ
た
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
一
階
玄
関
ポ
ー
チ
は
広
々
と
し
て
、
西
面
妻
側
の
立
面
も

シ
ン
プ
ル
だ
が
出
入
口
や
窓
が
デ
ザ
イ
ン
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
っ

て
い
る
。
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新館 南立面図

新館 断面図新館

新館 西立面図
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現
在
で
は
、
サ
ッ
シ
ュ
は
取
り
替
え
ら
れ
て
い
る
が
、
四
階
の

サ
ッ
シ
ュ
の
割
付
は
、
竣
工
当
初
の
も
の
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

⑸　

本
部
五
階
の
研
究
室
増
築
（
昭
和
四
二
年
）

　

こ
の
部
分
の
増
築
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
天
六
学
舎
の
建
設

に
関
し
て
記
述
さ
れ
た
文
献
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
昭
和

四
二
年
、
本
部
屋
上
に
、
象
徴
的
な
時
計
台
を
取
り
込
む
よ
う
に
、

研
究
室
四
室
が
鉄
骨
構
造
で
増
築
さ
れ
た
。
設
計
は
村
野
森
建
築

事
務
所
、
施
工
は
東
洋
土
建
株
式
会
社
で
あ
る
。
昭
和
二
〇
年
代

後
半
か
ら
、
千
里
山
で
は
村
野
藤
吾
が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
計
画
に
参

画
し
、
特
色
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
を
創
り
出
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
天

六
学
舎
の
そ
う
規
模
の
大
き
く
な
い
増
築
に
も
、
村
野
森
事
務
所

が
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
に
は
、
特
に
村
野
藤
吾
ら
し
さ
が
表
わ
れ
て
い
る
と

は
言
え
な
い
が
、
本
部
建
物
外
観
の
特
徴
あ
る
連
続
ア
ー
チ
の
デ
ザ

イ
ン
に
倣
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
。
文
書
の
綴
り
に
は
、
昭

和
九
年
に
大
林
組
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
立
面
の
詳
細
図
の
複
写
が

含
ま
れ
、
既
存
建
物
と
の
関
係
を
意
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

ま
と
め　

―
天
六
学
舎
の
建
築
的
価
値

　

東
西
に
細
長
い
敷
地
い
っ
ぱ
い
に
Ｌ
字
形
に
建
設
さ
れ
た
天
六

学
舎
は
、
増
築
に
増
築
を
重
ね
、
様
式
的
統
一
が
な
く
、
ま
た
経

年
変
化
に
よ
る
汚
れ
も
目
立
ち
、
見
映
え
と
い
う
点
で
言
え
ば
、

パ
ッ
と
し
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
こ
そ
が
、
関
西
大
学
が
苦
労
し
な

が
ら
教
育
環
境
を
整
え
、
広
く
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
に
学
び
の
場
を

提
供
し
て
き
た
歴
史
の
一
端
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の

学
舎
で
学
ん
だ
人
々
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
痕
跡
が

残
る
場
所
は
、
か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
記
憶
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

な
っ
て
い
る
。
継
ぎ
接
ぎ
の
建
物
の
各
部
分
は
、
少
な
く
と
も
外

観
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
建
築
的
特
徴
を
よ
く
表
し
て
お
り
、

大
阪
市
内
で
は
少
な
く
な
っ
た
戦
前
期
の
教
育
施
設
の
事
例
と
し

て
貴
重
な
価
値
を
持
つ
。

　

旧
館
は
特
に
昭
和
初
期
の
学
校
建
築
の
遺
構
と
し
て
の
価
値
が

認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
四
階
の
講
堂
は
、
昭
和
戦
前
期
の
学
校
に

典
型
的
に
見
ら
れ
る
講
堂
の
雰
囲
気
を
よ
く
残
し
て
い
る
。
教
室

の
大
部
分
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
改
修
が
な
さ
れ
、
創
建
当
初
の

様
子
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
が
、
各
入
口
部
や
外
壁
の
仕
上
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げ
は
よ
く
保
た
れ
て
い
る
。
南
側
の
塀
や
旧
正
門
は
、
痛
み
が
少

し
進
ん
で
い
る
が
、
昭
和
初
期
の
ア
ー
ル
・
デ
コ
風
の
意
匠
が
よ

く
残
る
。
本
部
は
、
デ
ザ
イ
ン
的
に
は
一
番
凝
っ
て
い
て
、
目
を

惹
く
部
分
と
言
え
る
。
旧
館
と
は
五
年
し
か
建
設
年
が
変
わ
ら
な

い
が
、
デ
ザ
イ
ン
の
指
向
性
は
か
な
り
異
な
る
点
が
興
味
深
い
。

　

近
年
、
少
し
古
い
建
物
を
現
在
求
め
ら
れ
る
性
能
を
持
っ
た
も

の
へ
改
修
し
た
り
、
教
会
堂
を
書
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
っ
た
、

ち
ょ
っ
と
意
外
な
用
途
へ
転
用
す
る
試
み
が
積
極
的
に
な
さ
れ
て

い
る
。
近
代
建
築
が
も
つ
、
ち
ょ
っ
と
古
ぼ
け
た
雰
囲
気
は
、
そ

の
全
盛
期
を
知
っ
て
い
る
中
高
年
に
は
懐
か
し
い
し
、
当
時
を
知

ら
な
い
若
い
世
代
に
は
逆
に
新
鮮
な
よ
う
だ
。
耐
震
補
強
や
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
な
ど
、
現
代
の
ニ
ー
ズ
や
性
能
基
準
に
適
合
す
る
改

修
は
必
要
だ
が
、
同
時
に
、
歴
史
が
体
感
で
き
る
場
所
の
創
出
も

期
待
で
き
る
。

　

天
神
橋
筋
六
丁
目
に
は
、
か
つ
て
は
新
京
阪
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
が

あ
り
、
大
阪
か
ら
京
都
へ
の
玄
関
口
だ
っ
た
。
そ
の
利
便
性
が
、

関
西
大
学
が
天
六
を
学
舎
建
設
地
と
し
て
選
ん
だ
一
つ
の
理
由
だ

っ
た
。
そ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
は
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
に
建
替
え
ら

れ
た
が
、
新
ビ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
旧
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
イ
メ

本部 5階増築後の天六学舎
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ー
ジ
が
盛
り
込
ま
れ
た
と
聞
く
。
天
神
橋
筋
六
丁
目
駅
周
辺
に
は

昭
和
戦
前
期
の
近
代
建
築
は
少
な
く
な
り
、
天
六
学
舎
と
そ
の
南

側
に
数
棟
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
大
阪
市
内
、
特
に
北
部
に
は
、

戦
前
期
の
学
校
建
築
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
各
時
代
の
建

築
の
特
色
が
表
れ
た
天
六
学
舎
は
、
本
学
の
歴
史
を
語
る
上
で
も
、

ま
た
地
域
史
に
お
い
て
も
、
貴
重
な
価
値
を
持
つ
と
言
え
る
。

注（
1
） 　

関
西
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
関
西
大
学
百
年
史　

通

史
編
』
上
巻
、
五
六
九
〜
五
七
七
頁
、
六
〇
五
〜
六
〇
七
頁
ほ

か
、
昭
和
六
一
年
、
下
巻
、
三
一
頁
、
四
六
頁
ほ
か
、
平
成
四

年
、『
関
西
大
学
百
年
史　

資
料
編
』、
平
成
八
年

（
2
） 　

村
野
藤
吾
と
関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
関
し
て
は
、

川
道
麟
太
郎
「
関
西
大
学
に
お
け
る
村
野
藤
吾
の
建
築
と
そ
の

後
」、『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』
第
一
〇
号
、
二
〇
七
〜
二
二

八
頁
、
二
〇
〇
四
年
に
詳
し
い
。

（
3
） 　

関
西
大
学
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
関
西
大
学
一
二
〇
年
の
あ

ゆ
み
』
平
成
一
八
年

（
4
） 　

管
財
局
管
財
グ
ル
ー
プ
に
保
管
さ
れ
て
い
る
天
六
学
舎
関
係

の
文
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
い
ず
れ
も
背
表
紙
タ
イ
ト
ル
や

表
書
き
に
よ
る
）。「
天
六
学
舎
旧
館
確
認
通
知
書
」、「
天
六
学

舎
本
部
建
築
認
可
書
」、「
天
六
学
舎
旧
館
四
階
増
築
部
分　

計

算
書
設
計
書
」、「
天
六
学
舎
新
館
確
認
通
知
書
」、「
天
六
学
舎

研
究
室
増
築
工
事
認
可
書
」、「
天
六
有
鄰
館
確
認
通
知
書
」

（
5
） 　
『
関
西
大
学
百
年
史　

資
料
編
』
に
よ
れ
ば
、「
建
築
請
負
大

林
組
、
監
督
技
師
島
田
良
馨
」（
四
二
三
頁
）
と
あ
る
。
昭
和

初
期
の
『
建
築
と
社
会
』
に
よ
れ
ば
、
島
田
良
馨
は
大
阪
市
西

区
西
長
堀
北
通
に
所
在
し
た
島
田
建
築
事
務
所
を
主
宰
し
て
い

た
。

 

（
は
し
て
ら　

と
も
こ　

関
西
大
学
環
境
都
市
工
学
部
准
教
授
）


